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は
じ
め
に

　

本
所
所
蔵
「
蒋
洲
咨
文
」
は
、
嘉
靖
三
五
年
（
弘
治
二
、一
五
五
六
）
一
一
月
、「
大

明
副
使
蒋
（
洲
）」
が
「
対
馬
島
」
に
宛
て
て
、
倭
寇
禁
圧
を
求
め
た
咨
文
で
あ
る
（
口

絵
参
照
）。
咨
文
と
は
対
等
の
役
所
間
の
や
り
と
り
で
用
い
ら
れ
た
公
文
書
で
あ
る
。

本
史
料
は
、「
倭
寇
」
の
頭
目
と
し
て
著
名
な
王
直
の
誘
致
に
成
功
し
た
こ
と
を
伝

え
る
な
ど
、
一
六
世
紀
半
ば
の
東
ア
ジ
ア
海
域
情
勢
を
考
え
る
上
で
興
味
深
い
内
容

を
含
ん
で
い
る
。
王
直
は
弘
治
三
年
（
嘉
靖
三
六
、一
五
五
七
）
に
明
に
帰
国
し
た

が
捕
え
ら
れ
、
弘
治
四
年
（
嘉
靖
三
七
、一
五
五
八
）
獄
に
送
ら
れ
た
。
王
直
と
同

行
し
て
や
っ
て
き
た
大
友
氏
の
船
団
は
、
明
軍
と
合
戦
の
末
、
舟
を
焼
か
れ
た
。『
倭

寇
図
巻
』
に
見
え
る
「
弘
治
四
年
」、『
抗
倭
図
巻
』
に
見
え
る
「
日
本
弘
治
三
年
」

の
文
字
が
、
こ
れ
ら
王
直
捕
縛
に
関
わ
る
一
連
の
出
来
事
に
関
連
し
、
倭
寇
禁
圧
の

象
徴
的
な
年
号
と
し
て
選
び
と
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
推
測
に
つ
い
て

は
、
二
〇
一
〇
年
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る）1
（

。
本
史
料
は
こ
の
意

「
倭
寇
と
倭
寇
図
像
を
め
ぐ
る
国
際
研
究
集
会
」
報
告

『
蒋
洲
咨
文
』
に
つ
い
て

須　
　

田　
　

牧　
　

子

二
〇
一
一
年
一
〇
月
一
八
日
、
中
国
国
家
博
物
館
（
北
京
市
）
か
ら
陳
履
生
副
館
長
ら
を
招
聘
し
、「
倭
寇
と
倭
寇
図
像
を
め
ぐ
る
国
際
研
究
集
会
」
を
開
催
し
た
。
本
研
究
集
会
は
共
同
利
用
共
同
研

究
拠
点
「
日
本
史
史
料
の
研
究
資
源
化
」
の
特
定
共
同
研
究
海
外
史
料
領
域
、
及
び
画
像
史
料
解
析
セ
ン
タ
ー
「
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
「
倭
寇
」
画
像
の
収
集
と
分
析
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る
研
究
と

し
て
行
な
わ
れ
た
。
当
日
の
三
報
告
を
こ
こ
に
掲
載
す
る
。
本
集
会
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
画
像
史
料
解
析
セ
ン
タ
ー
共
同
研
究
員
の
黄
栄
光
氏
（
中
国
科
学
院
自
然
科
学
史
研
究
所
）
か
ら
多
大
な

る
御
尽
力
を
た
ま
わ
っ
た
こ
と
を
記
し
て
謝
辞
に
か
え
た
い
。 

（
研
究
代
表
／
須
田　

牧
子
）

味
で
、『
倭
寇
図
巻
』
に
ま
つ
わ
る
新
発
見
・『
抗
倭
図
巻
』
の
紹
介
に
始
ま
る
本
共

同
研
究
と
密
接
な
関
係
を
持
つ
。

　

本
史
料
が
本
所
所
蔵
と
な
っ
た
の
は
三
〇
年
以
上
前
の
こ
と
で
あ
る
が
、
修
復
の

困
難
さ
か
ら
、
長
ら
く
未
整
理
史
料
と
さ
れ
て
き
た
。
修
復
が
完
了
し
、
正
式
に
入

架
さ
れ
た
の
は
二
〇
一
〇
年
度
の
こ
と
で
あ
る
。
対
外
関
係
史
研
究
に
お
い
て
は
よ

く
知
ら
れ
た
史
料
で
は
あ
る
が
、
以
下
簡
潔
に
本
史
料
の
内
容
を
紹
介
す
る
と
と
も

に
、
本
史
料
自
体
の
伝
来
、
ま
た
修
復
の
結
果
観
察
す
る
こ
と
の
で
き
た
本
史
料
の

形
状
に
つ
い
て
、
適
宜
研
究
史
に
も
触
れ
つ
つ
紹
介
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

釈
文
と
内
容

　

本
史
料
の
釈
文
と
内
容
解
説
に
つ
い
て
は
、『
日
本
史
史
料
中
世
2
』（
岩
波
書
店
、

一
九
九
八
年
）
が
釈
文
・
読
下
し
・
解
説
を
掲
載
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
も
改
め
て

釈
文
を
提
示
し
て
お
く
。
現
状
、
す
れ
や
破
れ
な
ど
に
よ
り
判
読
不
明
な
文
字
に
つ

い
て
は
、『
江
雲
随
筆
』（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
謄
写
本
）
所
収
の
写
に
よ
り

©2013 Historiographical Institute(Shiryo Hensan-jo)The University of Tokyo



東京大学史料編纂所研究紀要　第23号　2013年３月 290（　 ）

〔　

〕
で
補
っ
た
。
な
お
『
日
本
史
史
料
中
世
2
』
は
「
明
皇
帝
に
係
わ
る
語
句
を
二

字
擡
頭
、
日
明
両
国
お
よ
び
大
友
氏
に
係
わ
る
語
句
を
一
字
擡
頭
に
し
て
い
る
」
と
す

る
が
、
原
文
書
を
見
る
限
り
明
皇
帝
に
係
わ
る
語
句
は
二
字
擡
頭
、
明
国
に
係
わ
る
語

句
は
一
字
擡
頭
、
日
本
国
お
よ
び
大
友
氏
に
係
わ
る
語
句
は
平
出
と
な
っ
て
い
る
。

〈
釈
文
〉

　
　
　

大
明
副
使
蒋　

承
奉

欽
差
督
察
総
制
提
督
浙
江
等
処
軍
務
各
衙
門
、
為
因
近
年
以
来
、
日
本
各
島
小

民
、
仮
以
買
売
為
名
、
屡
犯

　

中
国
辺
境
、

掠
居
民
、
奉

旨
議
行
浙
江
等
処
承
宣
布
政
使
司
、
転
行
本
職
、
親
詣

　
　

貴
国
面
議
等
因
、
奉
此
帯
同
義
士
蒋
海
・
胡
節
忠
・
李
御
・
陳
桂
、
自
旧

年
十
一
月
十
一
日
、
来
至
五
島
、
由
松
浦
・
博
多
、
已
往
豊
後

　
　

大
友
氏
会
議
、
即
蒙
遍
行
禁
制
各
島
賊
徒
、
備
有
回
文
、
撥
船
遣
僧
徳
陽

首
座
等
、
進

　

表
・
貢
物
、
所
有
発
行
爾
島
禁
賊
御
書
、
見
在
特
行
備
礼
、
就
差
通
事
呉
四

郎
、
前
詣
投
逓
、
爾
即
当
体

　
　

貴
国
之
政
条
、
憤
部
民
之
横
行
、
分
投
遣
□
〔
人
〕、
厳
加
禁
制
、
不
許
小
民
私

出
海
洋
、 

侵
擾

　

中
国
、
俾
□
〔
辺
〕境
寧
静
、
釁

不
生
、
共
享
和
平
之
福
、
史
冊
書
美
、
光
伝

百
世
、
豈
不
快
哉
、
否
則
奸
商
島
□
〔
民
〕、
扇
□
〔
構
〕不
已
、
党
類
益
繁
、
盤
□
〔
拠
〕

海
島
、
窺

竊
発
、
恐
非

　
　

貴
〔
国
之
利
、如
昔
〕

年
安
南
国
陳
氏
之
□
〔
俗
〕、
可
鑑
矣
、
今
特
移
文
併
知
、

非
特
為

　
　
　

中
国
也
、
〔
惟
深
体
〕
而
速
行
之
、
希
即
回
文
、
須
至
咨
者
、

　
　
　
　

右　
　
　
　
　
　
　
　
　

咨

　
　
　
　

日　

本　

国　

対　

馬　

島

　
　
　
　

嘉
□
〔
靖
〕参
拾
伍
年
□
〔
拾
〕壱
月　

初
三　

日

　
　
　

□
〔
咨
〕　

　
　
　
　
（
花
押
）

　

す
な
わ
ち
、
①
大
明
副
使
で
あ
る
蒋
洲
は
、
日
本
各
地
の
民
衆
が
、
し
ば
し
ば
中

国
辺
境
で
掠
奪
を
働
く
の
を
禁
止
す
る
よ
う
求
め
る
た
め
に
、
明
朝
の
命
を
受
け
て

や
っ
て
き
た
、
②
昨
年
（
一
五
五
五
）
一
一
月
一
一
日
に
五
島
に
到
着
し
、
松
浦
・

博
多
を
経
て
、
豊
後
大
友
氏
に
至
り
会
談
し
た
、
③
大
友
氏
は
賊
徒
を
禁
圧
す
る
こ

と
を
約
束
し
、
僧
徳
陽
を
遣
わ
し
明
に
朝
貢
を
す
る
こ
と
に
決
め
た
、
④
対
馬
島
と

し
て
も
、
民
衆
が
み
だ
り
に
海
に
出
て
中
国
沿
海
部
を
掠
奪
す
る
の
を
禁
止
し
な
さ

い
、
と
述
べ
、
か
つ
て
明
朝
に
併
合
さ
れ
た
こ
と
の
あ
る
安
南
国
の
例
を
持
ち
出
し

て
脅
し
、
す
ぐ
に
返
事
を
す
る
よ
う
に
と
促
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
咨
文
を
め
ぐ
る
当
時
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
鹿
毛
報
告
で
詳
し
く
述
べ
ら
れ

る
こ
と
と
な
ろ
う
が
、
こ
こ
で
も
『
明
実
録
』
等
に
よ
り
な
が
ら
簡
単
に
整
理
し
て

お
こ
う
。

　

嘉
靖
三
〇
年
代
（
一
五
五
〇
年
代
）、
中
国
沿
海
部
、
と
く
に
江
南
地
域
に
お
け

る
倭
寇
の
活
動
は
苛
烈
さ
を
増
し
（
嘉
靖
の
大
倭
寇
）、
対
応
に
苦
慮
し
た
明
は
、

陳
可
願
・
蒋
洲
の
二
人
を
日
本
に
遣
わ
し
た
。
一
五
五
五
年
五
島
に
到
着
し
た
彼
ら

は
、
当
時
倭
寇
の
首
魁
と
み
な
さ
れ
て
い
た
王
直
と
接
触
し
、
海
外
貿
易
を
解
禁
す

る
と
し
て
説
得
、
帰
国
を
承
諾
さ
せ
た
。
陳
可
願
は
、
王
直
の
部
下
と
と
も
に
先
に

中
国
に
帰
国
し
、
蒋
洲
は
王
直
と
と
も
に
豊
後
大
友
氏
を
訪
ね
倭
寇
禁
圧
を
要
請
し

た
。
大
友
義
鎮
は
、
徳
陽
を
使
者
と
し
て
明
に
派
遣
す
る
こ
と
に
決
し
た）2
（

。
こ
こ
ま

で
が
咨
文
に
も
書
か
れ
て
い
る
経
緯
で
あ
る
。

　

蒋
洲
は
そ
の
後
、
周
防
大
内
氏
の
も
と
に
使
者
を
遣
わ
し
て
、
倭
寇
禁
圧
を
要
求

し
、
こ
れ
に
応
え
て
大
内
義
長
は
被
虜
人
と
書
状
を
大
友
氏
に
託
し
て
送
る
こ
と
に

し
た）3
（

。
嘉
靖
三
六
年
（
一
五
五
七
）
四
月
、
蒋
洲
は
、
大
友
氏
使
者
徳
陽
、
王
直
ら

と
と
も
に
、
松
浦
を
発
し
て
中
国
に
向
か
っ
た
。
蒋
洲
・
徳
陽
は
七
月
に
、
嵐
に
あ
っ

て
遅
れ
た
王
直
は
一
〇
月
に
、
中
国
舟
山
の
港
に
到
着
し
た
。
し
か
し
明
朝
は
、
徳
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陽
が
勘
合
等
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
理
由
に
、
徳
陽
を
正
式
な
使
者
と
し
て

認
め
ず
、
蒋
洲
を
下
獄
し
、
つ
い
で
や
っ
て
き
た
王
直
を
誘
引
捕
縛
し
、
嘉
靖
三
七

年
正
月
、
按
察
司
の
獄
に
つ
な
い
だ）4
（

。
こ
れ
を
み
た
徳
陽
を
は
じ
め
大
友
氏
使
節
団

は
逃
亡
し
）
5
（

、
王
直
は
嘉
靖
三
八
年
斬
首
さ
れ
た
。

　

本
史
料
は
、
蒋
洲
が
ま
だ
豊
後
大
友
氏
の
も
と
に
滞
在
中
の
嘉
靖
三
五
年
一
一
月

三
日
付
で
、
対
馬
宗
氏
に
向
け
て
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。『
朝
鮮
王
朝
実
録
』
に

は
明
宗
一
二
年
（
嘉
靖
三
六
年
、
一
五
五
七
）
三
月
、
対
馬
宗
氏
の
使
者
が
や
っ
て

き
て
、
大
明
副
使
蒋
な
る
人
物
か
ら
書
状
が
来
た
と
報
告
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
、
続

け
て
本
文
書
の
概
略
が
引
用
さ
れ
、「
漢
吏
学
官
」
に
こ
れ
を
解
読
さ
せ
た
上
で
、

わ
が
国
に
は
無
関
係
で
あ
る
と
し
て
返
却
し
た
旨
が
見
え
て
い
る）6
（

。
記
事
の
後
ろ
に

付
さ
れ
た
史
臣
の
コ
メ
ン
ト
に
は
、
蒋
洲
な
る
人
物
の
正
当
性
に
つ
い
て
疑
う
と
と

も
に
、
も
し
ほ
ん
と
う
な
ら
、
堂
々
た
る
天
朝
（
中
国
）
が
「
海
島
の
小
醜
」
に
侵

略
さ
れ
た
揚
句
、
和
解
を
求
め
て
（
通
交
の
）
道
を
開
く
な
ど
、
痛
ま
し
い
こ
と
だ
、

と
あ
る）7
（

。
な
お
、
対
馬
宗
氏
が
こ
の
咨
文
の
到
来
に
対
し
て
取
っ
た
対
応
と
し
て
知

ら
れ
て
い
る
の
は
、
こ
の
朝
鮮
王
朝
へ
の
報
告
の
み
で
、
同
じ
く
倭
寇
禁
圧
を
求
め

ら
れ
た
周
防
大
内
氏
が
、
書
状
と
被
虜
人
を
大
友
氏
に
託
し
て
明
に
送
っ
た
の
と
は

対
照
的
で
あ
る
。

伝
来
と
形
状

　

本
史
料
は
、
江
戸
時
代
を
通
じ
て
対
馬
宗
氏
の
所
蔵
で
あ
っ
た
。
一
九
二
六
年
、

武
田
勝
蔵
「
宗
家
文
書
の
中
よ
り
」（『
史
学
』
五

－

三
）
と
題
さ
れ
る
論
文
に
、
宗

伯
爵
家
蔵
と
し
て
本
史
料
も
紹
介
さ
れ
、
巻
頭
図
版
に
は
本
史
料
の
写
真
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
。こ
れ
が
、
本
史
料
が
近
代
に
お
い
て
紹
介
さ
れ
た
初
め
で
あ
ろ
う
。も
っ

と
も
、
以
酊
庵
十
八
世
江
岳
元
索
・
同
四
十
二
世
雲
崖
道
岱
の
著
『
江
雲
随
筆
』、

一
八
世
紀
末
に
編
纂
さ
れ
た
『
続
善
隣
国
宝
記
』
な
ど
に
も
引
用
が
見
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
外
交
に
携
わ
る
人
々
の
間
で
は
、
早
く
か
ら
比
較
的
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
史

料
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る）8
（

。

　

中
村
栄
孝
に
よ
る
と
、
本
史
料
は
武
田
の
紹
介
以
後
、
朝
鮮
総
督
府
に
移
り
、
つ

い
で
韓
国
国
史
編
纂
委
員
会
の
所
蔵
と
な
っ
た
と
い
う）9
（

。
一
九
八
四
年
ま
で
本
所
所

員
で
あ
っ
た
田
中
健
夫
は
、
一
九
六
八
年
、「
明
人
蒋
洲
の
日
本
宣
諭
」
と
す
る
論

文
を
発
表
し
て
い
る）10
（

。
本
論
文
は
現
在
に
至
る
ま
で
蒋
洲
に
つ
い
て
の
唯
一
の
専
論

と
も
言
え
る
も
の
だ
が
、「
蒋
洲
咨
文
」
に
つ
い
て
は
、
中
村
に
し
た
が
っ
て
大
韓

民
国
国
史
編
纂
委
員
会
所
蔵
と
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
経
緯
は
不
明
だ
が
、
東
京
神

田
の
一
誠
堂
書
店
の
入
手
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
一
九
七
七
年
「
嘉
靖
三
五
年
倭
寇

関
係
文
書
」
と
し
て
売
り
出
さ
れ
た
の
を
、
本
所
が
購
入
し
た
。

　

購
入
記
録
に
は
、
一
軸
、
箱
な
し
で
、「
湿
損
に
よ
る
朽
損
個
所
・
剥
離
せ
る
部

分
多
し
」
と
あ
る
。
軸
装
さ
れ
た
文
書
が
湿
気
を
含
ん
だ
結
果
、
一
部
泥
状
を
呈
し
、

開
閉
困
難
な
状
況
に
あ
っ
た
と
い
う
。
文
書
の
紙
質
が
竹
紙
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
購
入
以
後
、
本
史
料
は
長
ら
く
修
復
不
能
な
ま
ま
、
未
整
理
史
料
と
し
て
保
管

さ
れ
て
き
た
。
二
〇
〇
七
年
か
ら
二
〇
〇
八
年
に
か
け
、
本
所
修
復
室
の
高
島
晶
彦

氏
に
よ
り
全
面
修
復
が
施
さ
れ
た
結
果
、
は
じ
め
て
閲
覧
可
能
な
状
態
と
な
り
、
現

在
は
、
請
求
番
号
〇
八
三
五

－

一
〇
「
蒋
洲
咨
文
」
と
し
て
原
本
・
古
写
本
類
に
分

類
・
登
録
さ
れ
て
い
る
。

　

高
島
氏
に
よ
る
修
復
の
内
容
を
簡
単
に
述
べ
て
お
こ
う
。
修
復
前
の
本
史
料
は
、

①
本
紙
に
は
大
き
な
欠
失
が
見
受
け
ら
れ
、
②
残
っ
て
い
る
本
紙
も
脆
弱
で
亀
裂
が

生
じ
、
う
ろ
こ
状
に
剥
離
し
て
い
た
上
、
し
み
に
よ
る
変
色
が
見
受
け
ら
れ
る
、
と

い
う
状
態
に
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
①
亀
裂
・
剥
離
し
な
い
よ
う
に
表
打
ち
を
施

す
、
②
旧
裏
打
紙
や
繕
い
を
取
り
除
き
、
汚
れ
も
除
去
す
る
、
③
欠
失
箇
所
に
本
紙

に
近
い
補
修
紙
で
繕
い
を
施
す
、
④
肌
裏
打
を
施
す
（
美
濃
紙
）、
⑤
亀
裂
箇
所
に

折
伏
を
施
す
、
⑥
増
裏
打
を
施
す
（
美
栖
紙
）、
⑦
表
具
裂
の
付
け
回
し
、
⑧
総
裏

打
を
施
す
（
宇
陀
紙
）、
⑨
仕
上
げ
、
と
い
う
処
置
を
と
っ
た
。
②
に
際
し
て
は
、

墨
痕
の
残
る
旧
裏
打
紙
は
除
去
せ
ず
残
し
、
ま
た
変
色
し
て
い
る
部
分
は
糊
気
が
強
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く
、
旧
裏
打
紙
を
除
去
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
本
紙
の
負
担
に
な
ら
な
い
よ

う
に
処
置
し
、
ま
た
⑦
に
際
し
て
は
、
表
具
は
新
調
し
、
本
紙
と
調
和
の
と
れ
る
も

の
と
す
る
た
め
、
中
国
風
と
す
る
こ
と
と
し
「
紋
海
気
」
の
裂
を
用
い
た
由
で
あ
る
。

　

こ
う
し
て
広
げ
て
調
査
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
蒋
洲
咨
文
の
法
量
は
、
縦

五
七
．
一
セ
ン
チ
、
横
五
一
．
七
セ
ン
チ）11
（

、
た
だ
し
前
回
の
軸
装
時
に
天
地
左
右
が

切
り
落
と
さ
れ
た
形
跡
が
あ
る
。
一
四
行
に
渡
っ
て
本
文
・
宛
所
・
年
月
日
が
書
か

れ
、
年
月
日
の
上
か
ら
朱
郭
方
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。
印
の
サ
イ
ズ
は
縦
一
一
．
二

セ
ン
チ
、
横
六
セ
ン
チ
、
印
文
は
不
明
瞭
か
つ
紙
面
の
傷
み
に
よ
り
読
み
取
れ
な
い

（
図
1
）。
紙
面
に
は
中
央
や
や
左
寄
り
に
縦
折
線
が
一
本
、
か
す
か
に
残
っ
て
い
る

の
が
認
め
ら
れ
、
右
半
分
よ
り
左
半
分
、
と
り
わ
け
下
部
の
傷
み
が
激
し
く
、
ま
た

左
端
は
欠
損
し
て
い
る
。
右
端
か
ら
縦
折
線
ま
で
の
間
は
約
二
八
セ
ン
チ
で
あ
る
の

で
、
こ
の
縦
線
を
二
つ
折
り
し
た
際
に
で
き
た
も
の
と
と
ら
え
る
と
、
あ
る
い
は
本

来
横
は
五
六
セ
ン
チ
程
度
の
大
き
さ
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
文
書
の

天
は
二
字
擡
頭
の
字
の
ギ
リ
ギ
リ
で
切
ら
れ
て
お
り
、
す
く
な
く
と
も
あ
と
一
、二

セ
ン
チ
は
長
か
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
地
も
多
少
裁
断
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る

と
、
縦
も
六
〇
セ
ン
チ
以
上
は
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

も
う
一
つ
の
「
蒋
洲
咨
文
」

　

と
こ
ろ
で
、
本
所
所
蔵
「
蒋
洲
咨
文
」
は
本
紙
の
み
で
包
紙
は
残
っ
て
い
な
い
が
、

毛
利
博
物
館
に
は
、
大
内
氏
の
外
交
遺
産
と
し
て
著
名
な
通
信
符
（
大
内
氏
が
対
朝

鮮
通
交
で
使
用
し
た
銅
印
。
朝
鮮
王
朝
か
ら
贈
ら
れ
た
も
の
）
や
「
日
本
国
王
之
印
」

木
印
（
永
楽
帝
が
足
利
義
満
に
与
え
た
金
印
の
模
造
印
）
に
交
じ
っ
て
、「
明
嘉
靖

年
号
書
嚢
」
と
名
付
け
ら
れ
た
一
枚
の
紙
片
が
残
さ
れ
て
い
る）12
（

（
図
2
）。
こ
の
紙

片
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
一
九
二
〇
年
栢
原
昌
三
が
、
図
解
し
て
紹
介
し
）
13
（

、
小
葉
田

淳
が
、
蒋
洲
が
大
内
義
長
に
与
え
た
書
の
嚢
で
は
な
い
か
と
し
て
い
る）14
（

。
た
だ
、
小

葉
田
は
実
見
の
機
会
に
は
恵
ま
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
、
史
料
に
即
し
た
具
体
的
な
検

討
は
し
て
い
な
い
。

　

二
〇
一
一
年
九
月
に
実
見
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と）15
（

、
毛
利
博
物
館

所
蔵
「
明
嘉
靖
年
号
書
嚢
」
は
、
竹
紙
で
、
縦
三
九
セ
ン
チ
、
横
二
五
セ
ン
チ
。
左

端
に
や
や
欠
損
が
見
ら
れ
る
ほ
か
、
天
の
右
端
が
縦
一
．
八
セ
ン
チ
×
横
六
．
九
セ

図２　「明嘉靖年号書嚢」
（毛利博物館蔵）

図１　朱郭方印図
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ン
チ
四
方
、
左
端
が
縦
一
．
八
セ
ン
チ
×
横
六
．
二
セ
ン
チ
四
方
切
り
取
ら
れ
て
い

る
。
現
在
は
全
体
に
裏
打
が
施
さ
れ
て
い
る
。
中
央
に
「
嘉
靖
参
拾
五
年
拾
弐
月
拾

壱
日
」
と
記
さ
れ
、
天
地
に
一
か
所
ず
つ
、
左
右
に
二
か
所
ず
つ
朱
印
跡
が
残
る
ほ

か
、
右
端
の
下
部
の
朱
印
跡
の
下
と
地
の
朱
印
跡
の
下
と
に
墨
書
の
残
画
が
見
ら
れ

る
。
ま
た
、
天
か
ら
一
．
八
セ
ン
チ
下
が
っ
た
と
こ
ろ
と
地
よ
り
一
．
四
セ
ン
チ
上

が
っ
た
と
こ
ろ
と
に
そ
れ
ぞ
れ
一
直
線
に
横
の
折
れ
線
跡
が
、
右
か
ら
六
．
九
セ
ン

チ
内
側
に
入
っ
た
と
こ
ろ
と
左
か
ら
六
．
二
セ
ン
チ
内
側
に
入
っ
た
と
こ
ろ
と
に
そ

れ
ぞ
れ
一
直
線
に
縦
の
折
れ
線
跡
が
認
め
ら
れ
る
。

　

折
れ
線
跡
と
朱
印
の
残
存
状
況
に
し
た
が
っ
て
、
も
と
の
形
を
復
元
し
て
み
よ

う
。
ま
ず
右
端
を
六
．
九
セ
ン
チ
、
左
端
を
六
．
二
セ
ン
チ
折
り
返
し
、
右
を
下
に

し
て
一
．
二
セ
ン
チ
程
度
を
糊
代
と
し
て
貼
り
合
わ
せ
る
。
さ
ら
に
天
を
一
．
八
セ

ン
チ
、
地
を
一
．
四
セ
ン
チ
折
り
返
し
、
封
筒
状
に
す
る
。
そ
の
う
え
で
、
中
央
の

紙
の
継
ぎ
目
の
下
方
に
、
地
の
折
り
返
し
の
継
ぎ
目
に
も
か
か
る
よ
う
に
墨
で
署
名

し
、
そ
の
上
か
ら
朱
郭
方
印
を
捺
し
、
さ
ら
に
同
じ
朱
郭
方
印
を
も
う
一
か
所
、
天

の
折
り
返
し
の
紙
継
ぎ
目
と
中
央
の
紙
継
ぎ
目
に
か
か
る
よ
う
に
捺
す
。
こ
う
し
て

完
成
し
た
封
筒
の
大
き
さ
は
縦
一
一
．
九
セ
ン
チ
、
横
三
五
．
八
セ
ン
チ
。
本
所
所

蔵
「
蒋
洲
咨
文
」
を
縦
に
六
つ
折
に
し
た
う
え
で
、
横
に
半
分
に
折
る
と
、
だ
い
た

い
縦
三
〇
セ
ン
チ
強
、
横
九
セ
ン
チ
強
程
度
に
な
る
か
ら
、
こ
れ
が
入
る
の
に
ふ
さ

わ
し
い
大
き
さ
と
な
る
（
図
3
）。

　

署
名
の
文
字
は
「
蒋
龍
渓
封
」
と
読
め
る
。
龍
渓
は
蒋
洲
の
別
号
で
あ
る）16
（

。
朱
郭

方
印
は
上
下
と
も
に
縦
一
〇
．
八
セ
ン
チ
×
横
六
セ
ン
チ
で
、
朱
の
残
り
具
合
か
ら

若
干
の
誤
差
は
あ
る
も
の
の
、
本
所
所
蔵
「
蒋
洲
咨
文
」
の
左
肩
に
捺
さ
れ
て
い
る

の
と
同
じ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
本
所
所
蔵
「
蒋
洲
咨
文
」
も
毛
利
博
物
館
所
蔵
「
明

嘉
靖
年
号
書
嚢
」
も
印
影
が
明
瞭
で
な
く
、
印
文
を
読
み
取
る
の
は
困
難
で
あ
る
が
、

三
つ
の
印
を
併
せ
検
討
し
て
み
る
と
、
辛
う
じ
て
「
□
□
使
□
□
蒋
関
防
」
と
読
め

る
。

　

こ
れ
ら
署
名
と
朱
印
か
ら
、
毛
利
博
物
館
所
蔵
「
明
嘉
靖
年
号
書
嚢
」
は
ま
さ
し

く
、
蒋
洲
が
大
内
氏
方
に
送
っ
た
文
書
の
包
紙
で
あ
っ
た
と
知
ら
れ
る
。
そ
の
サ
イ

ズ
は
、
本
所
所
蔵
蒋
洲
咨
文
を
お
さ
め
る
の
に
ち
ょ
う
ど
い
い
大
き
さ
で
あ
る
こ
と

も
判
明
し
た
。
そ
れ
で
は
こ
の
包
紙
が
包
ん
で
い
た
文
書
も
、
対
馬
宗
氏
に
送
ら
れ

た
本
所
所
蔵
の
も
の
と
同
様
、
倭
寇
禁
圧
を
求
め
る
咨
文
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う

か
。

　

そ
う
解
釈
す
る
上
で
問
題
と
な
る
の
は
、「
日
本
国
昔
年
欽
奉
／
大
明
国
勅
賜
御

印
壹
顆
／
弘
治
二
年
十
一
月
日
（
日
本
国
王
之
印
）
／
左
京
大
夫
兼
周
防
介
多
々
良

朝
臣
（
花
押
）」（
図
4
）
と
記
さ
れ
た
文
書
の
存
在
で
あ
る）17
（

。「
日
本
国
王
之
印
」

が
朱
く
捺
さ
れ
、
こ
の
印
影
が
明
か
ら
足
利
義
満
が
賜
わ
っ
た
金
印
の
印
影
で
あ
る

こ
と
を
証
そ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

大
友
氏
に
託
し
て
大
内
義
長
が
送
っ
た
書
は
、「
雖
有
金
印
回
文
、
而
又
非
国
王

名
称
」（
金
印
を
捺
し
た
回
答
文
は
あ
る
け
れ
ど
も
、（
日
本
）
国
王
の
名
義
で
は
な

（表）　　　　　　　　 （裏）
図３　復元予想図
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い
）
と
明
側
か
ら
非
難
さ
れ
て
お
り）18
（

、「
日

本
国
王
之
印
」
の
模
造
印
が
捺
さ
れ
た
大
内

義
長
名
義
の
書
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え

る
。
し
た
が
っ
て
、
弘
治
二
年

（
一
五
五
六
）、
す
な
わ
ち
嘉
靖
三
五
年
一
一

月
に
こ
の
よ
う
な
文
書
が
作
ら
れ
た
こ
と

は
、
蒋
洲
の
倭
寇
禁
圧
要
請
に
対
し
て
、
大

内
義
長
が
「
金
印
回
文
」、
す
な
わ
ち
「
日

本
国
王
之
印
」
を
捺
し
た
書
を
作
っ
た
こ
と

と
関
連
し
て
捉
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

だ
と
す
れ
ば
、
嘉
靖
三
五
年
一
二
月
一
一
日

の
日
付
を
持
つ
こ
の
包
紙
が
包
ん
で
い
た
蒋

洲
の
咨
文
は
、
本
所
所
蔵
「
蒋
洲
咨
文
」
の

よ
う
な
倭
寇
禁
圧
を
求
め
る
も
の
で
は
な
く
、
倭
寇
禁
圧
を
求
め
た
こ
と
に
対
す
る

義
長
の
積
極
的
な
反
応
を
得
て
、
書
か
れ
た
も
の
と
解
釈
さ
れ
る
。

　

お
そ
ら
く
、
倭
寇
禁
圧
を
求
め
る
蒋
洲
の
咨
文
は
一
一
月
初
旬
、
ほ
ぼ
同
文
の
も

の
が
対
馬
宗
氏
お
よ
び
大
内
氏
に
む
け
て
発
せ
ら
れ
、
こ
れ
を
う
け
て
被
虜
人
送
還

と
書
状
送
付
を
決
め
た
大
内
氏
に
対
し
て
は
、
一
二
月
一
一
日
付
で
再
度
、
何
事
か

を
通
達
す
る
た
め
の
咨
文
が
送
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
う
ち
、
一
一
月
初
旬
の

対
馬
宗
氏
宛
の
咨
文
の
本
紙
と
、
一
二
月
一
一
日
の
大
内
氏
宛
の
咨
文
の
包
紙
だ
け

が
、
現
在
本
所
と
毛
利
博
物
館
に
残
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
ま
で
見
て
き
た
こ
れ
ら
の
史
料
の
形
状
か
ら
察
す
る
に
、
蒋
洲
は
、
日
本
に

遣
わ
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
自
分
の
立
場
を
刻
ん
だ
朱
郭
方
印
と
と
も
に
、
同
一
規
格

の
文
書
用
の
紙
と
包
紙
用
の
紙
を
持
参
し
、
必
要
に
応
じ
て
現
地
で
文
書
を
作
成
し

て
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
本
所
所
蔵
「
蒋
洲
咨
文
」・
毛
利
博
物
館
所
蔵
「
明

嘉
靖
年
号
書
嚢
」
は
、
倭
寇
が
ら
み
の
史
料
と
し
て
興
味
深
い
ば
か
り
で
な
く
、
明

代
の
文
書
論
の
材
料
と
し
て
も
興
味
深
い
も
の
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

〔
註
〕

（
1
）  

拙
稿
「
倭
寇
図
巻
再
考
」（『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
研
究
紀
要
』
二
二
、二
〇
一
二

年
）。「
史
料
・
文
献
紹
介
『
倭
寇
図
巻
』」（『
歴
史
と
地
理
』
二
三
四
、二
〇
一
一
年
）。

（
2
）  

『
明
実
録
』
嘉
靖
三
五
年
（
一
五
五
六
）
四
月
甲
午
・
同
三
六
年
八
月
甲
辰
・
同
二

月
乙
卯
条
。

（
3
）  

『
明
実
録
』
嘉
靖
三
六
年
八
月
甲
辰
条
。

（
4
）  

『
明
実
録
』
嘉
靖
三
六
年
一
一
月
乙
卯
条
、
黄
宗
羲
「
蒋
洲
伝
」（『
南
雷
文
約
』
巻

三
）、『
倭
変
事
略
』「
附
録
」（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
架
蔵
謄
写
本
）。

（
5
）  

『
明
実
録
』
嘉
靖
三
七
年
七
月
丙
辰
・
同
一
〇
月
辛
亥
・
同
一
一
月
丙
戌
条
な
ど
。

（
6
）  

『
朝
鮮
王
朝
実
録
』
明
宗
一
二
年
三
月
庚
午
条
「
礼
曹
啓
曰
、
対
馬
島
歳
遣
第
一
船
、

今
始
出
来
、
其
書
契
内
辞
縁
、
有
所
謂　

大
明
副
使
蒋
姓
者
咨
文
、（
中
略
、
文
書
の

引
用
）
多
有
難
解
之
語
、
故
招
漢
吏
学
官
示
之
、
則
蒋
副
使
奉　

聖
旨
、
請
禁
断
賊
徒
、

移
文
于
日
本
国
、
日
本
国
王
、
令
大
友
殿
等
官
会
議
而
已
議
定
、
自
今
以
後
、
禁
抑

賊
倭
、
遣
僧
徳
陽
首
座
、
進
貢
于　

大
明
、
蒋
副
使
又
移
咨
対
馬
島
、
亦
令
禁
制
賊
倭
、

其
咨
文
内
辞
縁
、
不
過
於
此
、
当
於
本
曹
饋
餉
時
、
面
問
島
主
使
送
平
康
次
、
然
後

詳
悉
啓
達
、
伝
曰
、
後
日
饋
餉
時
、
詳
細
問
啓
」。
同
四
月
甲
申
条
「
足
下
所
送
蒋
官

人
両
件
文
字
、
似
無
関
渉
於
我
国
、
故
不
敢
転
啓
、
還
付
来
使
」。

（
7
）  

『
朝
鮮
王
朝
実
録
』
明
宗
一
二
年
三
月
庚
午
条
「
史
臣
曰
、
島
夷
変
詐
難
測
、
而
其

曰
大
明
遣
蒋
副
使
者
、
安
知
不
標
掠
唐
人
、
托
為
移
咨
、
以
恐
動
我
国
哉
、
若
信
然
、

則
堂
堂
天
朝
、
侵
辱
於
海
島
之
小
醜
、
創
通
天
地
未
開
之
路
、
以
求
和
解
之
不
暇
、

豈
不
痛
哉
」。

（
8
）  
以
酊
庵
は
、
対
馬
府
中
に
あ
っ
た
禅
寺
で
、
江
戸
期
に
は
朝
鮮
通
交
の
た
め
、
京

都
五
山
の
僧
が
輪
番
で
住
持
を
務
め
た
。
そ
う
し
た
関
係
か
ら
、
対
馬
宗
氏
に
所
蔵

さ
れ
た
本
史
料
も
目
に
す
る
こ
と
も
で
き
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
『
続
善
隣
国
宝

記
』
の
編
者
も
以
酊
庵
在
住
者
か
そ
の
関
係
者
に
比
定
さ
れ
る
（
田
中
健
夫
「『
続
善

隣
国
宝
記
』
に
つ
い
て
」『
東
洋
大
学
文
学
部
紀
要
史
学
科
篇
』
一
〇
、一
九
八
四
年
。

の
ち
同
著
『
前
近
代
の
国
際
交
流
と
外
交
文
書
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
六
年
所
収
）。

図４　大内義長証状
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（　 ） 『蒋洲咨文』について（須田）295

（
9
）  
中
村
栄
孝
「
十
五
・
六
世
紀
の
東
ア
ジ
ア
と
日
本
」（『
日
鮮
関
係
史
の
研
究
』
中
、

吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
九
年
）
五
二
頁
。

（
10
）  
田
中
健
夫
「
明
人
蒋
洲
の
日
本
宣
諭
」（
森
博
士
還
暦
記
念
会
編
『
対
外
関
係
と
社

会
経
済
』
塙
書
房
、
一
九
六
八
年
。
の
ち
同
著
『
中
世
対
外
関
係
史
の
研
究
』
東
京

大
学
出
版
会
、
一
九
七
五
年
所
収
）。

（
11
）  

購
入
時
に
は
、
縦
五
五
．
五
セ
ン
チ
、
横
四
九
．
四
セ
ン
チ
と
さ
れ
て
い
た
が
、

一
回
り
大
き
く
な
っ
た
。

（
12
）  

『
大
内
氏
勘
合
貿
易
印
等
関
係
資
料
』（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
架
蔵
写
真
帳
）
所

収
。

（
13
）  

栢
原
昌
三
「
日
明
勘
合
の
組
織
と
使
行
」（『
史
学
雑
誌
』
三
一

－

九
、一
九
二
〇

年
）。
た
だ
し
、
い
か
な
る
性
格
の
史
料
で
あ
る
か
の
説
明
は
な
く
、
復
元
図
も
後
述

の
私
見
と
は
異
な
る
。

（
14
）  

小
葉
田
淳
『
中
世
日
支
通
交
貿
易
史
の
研
究
』（
刀
江
書
房
、
一
九
四
一
年
）

四
六
四
頁
。

（
15
）  

二
〇
一
一
年
九
月
二
七
日
、
須
田
と
鹿
毛
敏
夫
氏
・
山
崎
岳
氏
の
三
名
で
お
こ
な
っ

た
。
当
日
お
世
話
に
な
っ
た
毛
利
博
物
館
の
柴
原
直
樹
氏
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。

（
16
）  

黄
宗
羲
「
蒋
洲
伝
」（『
南
雷
文
約
』
巻
三
）。

（
17
）  

『
大
内
氏
勘
合
貿
易
印
等
関
係
史
料
』（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
架
蔵
写
真
帳
）
所

収
。

（
18
）  

『
明
実
録
』
嘉
靖
三
六
年
八
月
甲
辰
条
。
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